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 「環境報告書２０１３」編集にあたって 
ナカヨ通信機は、弊社の環境に対する取り組みをご理解していただくために 「環境報告書２０

１３」を発行致しました。 

本報告書は多くのステークホルダーの皆様に有意義な情報を提供するために環境省「環境報告書

ガイドライン」を参考に、弊社独自の活動を掲載し、企業の特色が反映された報告書を目指しまし

た。 

 

・対 象 範 囲 ：株式会社ナカヨ通信機 管理統括本部、業務本部、開発推進本部。 

 （連結・非連結子会社および関連会社は対象範囲に含みません。） 

・対 象 期 間 ：本報告書は２０１２年４月１日から２０１３年３月３１日の環境的側面に

関するデータおよび情報を中心にまとめました。 

・発 行 日 ：２０１３年１１月２５日（前回発行 201２年 1０月） 

・参 考 に し た 文 献 ：環境省発行「環境報告ガイドライン（２００７年版）」 

・次 回 報 告 ：２０１４年１０月予定 

・ナカヨ通信機環境報告書 ：http://www.nyc.co.jp/company/environment/environment_report.html 
 

 

に関するお問い合わせ先 「環境報告書２０１３」

株式会社ナカヨ通信機 

業務本部ＩＳＯセンター 

E-Mail ：isocenter@nyc.co.jp 

ＦＡＸ ：027-253-1122 

１．目次 
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代表取締役社長兼ＣＥＯ 
 谷本 佳己 

 ナカヨ通信機グループでは、創業以来、「会社は公物である」「会社は時

代と共に生きる」「会社は世の中と相対的に発展する」という三原則を経営

理念に掲げ、社会の発展に寄与することを使命として事業を展開してまいり

ました。 

この経営理念に基づき、地球環境問題も企業の社会的責任として捉え、多

方面に亘る取り組みをしております。恵まれた自然環境の地にある生産拠点

では、従来から、その環境との調和を図るべく、騒音、振動、排水、産業廃

棄物、CO2 の削減などの問題に積極的に取り組み、水濁法等の法令や規制

の改定にも対応してまいりました。また、生産工程の省エネルギーを進める

だけでなく、そこで生産される製品の省資源、省エネルギー化、有害化学物

質の削減等にも努めてまいりました。近年における世界的な環境問題に関す

る機運の高まりを受け、さらに、これらの取り組みを強化しております。 

 地球環境問題に関しては、幅広い取り組みが必要とされております。まず、温暖化防止、大気・水

質保全、廃棄物、化学物質等に関する法令、規制を遵守することはもちろんですが、「CO2 の削減」「省

電力、省エネルギー、省資源（リデュース）」「廃棄物削減、資源の有効利用（リユース、リサイクル）」

「生物多様性、自然環境の保護」などの取り組みの一層の強化が求められております。 

なお、当社グループが係わっているＩＣＴ事業は、資源・エネルギーを消費する反面、その節約にも

貢献できる事業でもあります。例えば、ＩＴを活用した電力の見える化システムによる節電、紙資源の

節約となる会議資料の電子化などのグリーンＩＣＴです。このため、今後とも、環境負荷の低減に役立

つ商品、サービスを開発していくことも重要なテーマと考えております。 

当社としては、前年度から進めている食堂棟や製造棟の新築においても、ＬＥＤ照明・省エネ空調を

採用すると共に生産設備のリプレイスにより、さらなる省エネルギー化と生産性向上を促進してまいり

ます。また、今年度は主力製品であるビジネスホンをフルモデルチェンジし、さらなる省電力化を図り

ました。 

 当社グループは、以上のような活動を通じ、今後とも、これら多くの地球環境問題に関する課題に

積極的に取り組み、エコオフィス、エコファクトリーを目指すとともに、皆様に満足して頂けるような

エコ商品やエコサービスの開発を進めるなど、広範な環境活動を展開して行く所存です。 

 本報告書は、環境に対する当社グループの具体的な取組みを、お客様、お取引先様、株主様はじめ、

広く、社会の皆様に公開し、当社グループの活動にご理解を頂くことを目的にしております。皆様方か

ら、忌憚のないご意見、ご提案を頂ければ幸いです。 

 環境活動への取り組み 
企業が持続可能な発展を遂げるためには、コンプライアンス(法令順守)や人権、環境保全、経営利益

など、企業を取り巻く側面について、ステークホルダーの要請に応え、信頼を得ることが必要です。 

ナカヨ通信機では、こうしたビジョンをより計画的に事業活動に取り組むために、法的要求事項、そ

の他の要求事項、環境方針、環境影響評価全般にわたる「全ての環境側面」とそれを改善する具体的活

動実施項目の整合を図り、実施項目の漏れを無くしています。 

 環境活動重点テーマ 

＜環境方針スロ－ガン＞ 

「全員行動します！環境に優しい商品創りと きれいな地球保全にむけて」 

＜重点テーマ＞ 

① ゼロエミッション計画の推進 

② 環境適合製品の拡大 

③ 産業廃棄物の総排出量抑制 

④ エネルギー使用量削減 

⑤ 環境関連事故リスク低減 

⑥ 全社員環境活動参画による業務改善/効率向上

２．経営者のご挨拶 
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 会社概要 

商 号 株式会社ナカヨ通信機 

設立年月日 昭和１９年５月３０日 

本社所在地 〒３７１－０８５３ 群馬県前橋市総社町一丁目３番２号 

代 表 者 代表取締役社長  谷本 佳己 

事 業 内 容  電気通信機器の製造・販売 

 

 主な事業内容（平成 25 年３月 31 日現在） 
製 品 区 分  主 要 製 品  

ワイヤードネットワーク機器 

デジタルボタン電話装置(ビジネスホン)、IP 電話機、 

ISDN 対応ターミナルアダプタ、構内交換装置、通報装置、 

DSU・ONU 関連機器等 

ワイヤレスネットワーク機器 
事業所用コードレス電話機、アナログコードレス電話機、 

無線モジュール等 

サービス＆ サポート 
保守・工事、EMS 事業、ソフト開発、プレス用金型、 

モールド用金型等 

 

 業績報告 
平成２５年３月期 

資 本 金  4,909 百万円（東証１部上場） 

従 業 員 数 単独:   597 名（連結：751 名） 

売 上 高 単独:   15,050 百万円（連結： １7,677 百万円） 

当期純利益  683 百万円（連結： 812 百万円） 

設備投資額  1,078 百万円 

研究開発費  1,080 百万円 

 

  

19,425

15,086 14,545 14,692
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15,022 15,022 14,706
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売上高推移 : 単独 (百万円) .

３．会社概要 
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 審査機関 
株式会社 日本環境認証機構 ＩＳＯ１４００１:２００４・ＪＩＳＱ１４００１:2004 

 登録番号ＥＣ９８Ｊ１０８０ 

 適用範囲 
業務本部前橋工場 業務本部群馬工場 

群馬県前橋市総社町 1-3-2 群馬県前橋市東大室町 165 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 環境管理体制 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 環境活動の歩み 

２０１３年１０月 ５回目登録更新 

２０１０年１０月 ４回目登録更新 

２００７年１０月 ３回目登録更新 

２００６年７月 協力会社等の環境マネジメントシステム構築支援開始 

２００５年１０月 ＩＳＯ１４００１:２００４版移行 

２００５年９月 環境報告書発行 

２００４年 ２回目登録更新 

２００３年 ＥＵ指令対応システム構築開始 

２００１年 初回更新審査合格 

 

１９９８年１０月 ＩＳＯ１４００１認証取得 

 認証機関 ： ㈱日本環境認証機構 

１９９７年４月 ＩＳＯ１４００１取得準備開始 

 

１９９３年１２月 環境防災センター発足 

１９７３年 公害防止管理組織発足  

環境ＣＳＲ 

(Corporate Social 

Responsibility） 

公害規制 

環境管理 

環境担当役員 

環境管理責任者 環境委員会 

業 務 本 部 

事業所各部門 内部監査チーム 

ISO センター 

公害防止部会 

廃棄物部会 

省エネルギー部会

環境設計部会 

４．環境マネジメントシステム 
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 ２０１2 年度活動実績と２０１3 年度活動目標 
 

区  分 目  的 
2012 年度 

目 標 
2012 年度

実 績 
判
定 

関連
ページ 

2013 年度 
目 標 

ゼロエミッション  
最終埋め立て処分率 

0.3%以下 
0.3%以下 

1.04% ※1

（0.24％）
× 
(○) 

P9 0.３%以下維持

環 境 適 合 製 品

の拡大 
適合製品９５%以上 

製品の適合率 

９５%以上 
９7.0% ○ P7 

製品の適合率 

95%以上維持 

産業廃棄物 

総排出量削減 

廃棄物総排出量を 1998 年

度比 50%以上削減 
５０%以上 

34% ※1 

（47%） 
× P10 ５０%以上 

電力使用量削減 
2012年度までに電力使用量を

1990 年度比 14%削減 
14%  18.2% ○ P9 

電力使用量を 

1990 年度比 14%削減

順法 事故リスク低減 
自主基準値内 

管理 

自主基準値内

※2 
○ 

P12 

～13 

事故リスク低減

自主基準値内管理

※１：表面処理･塗装施設の廃止～解体に伴い発生した、設備、薬品や汚泥の処理により廃棄物量が増加。 

 括弧内は施設廃止～解体に関連する排出物を除いた数値。詳細は P9 を参照。 

※２：法規制等の順守状況はＰ１２～１３の環境管理データをご参照下さい。 

 

 資源投入量と環境への排出量概況 
 ＩＮＰＵＴ  ＯＵＴＰＵＴ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ボイラー撤去により、２０１２年度から重油の使用は無くなりました。 

  

エネルギー投入量 

購入電力 : 554 万 kWh 

重 油※ : 0.0 kℓ 

L P G  : 9.3 t 

物質投入量 

金     属 : 493 t 

プ ラ ス チ ッ ク  : 325 t 

PRTR 対象化学物質 : 0.5 t 

水資源投入量 

上 水 道 : 7,587 m3 

地 下 水 : 44,688 m3 

温室効果ガス（ＧＨＧ）排出量 

CO2 : 2,277 t–CO2 
 

(電力の CO2 排出係数:0.406 kg–CO2/kWh)

 平成 24 年度の東京電力調整後排出係数 

廃棄物排出量 

排出量 : 588 t 

（内 リサイクル化量 : 194 t）

（最終埋立処分量 : 5.6 t）

排水量 

公共用水域 : 36,971 m3 

下 水 道 :  9,280 m3 

事 

業 

活 

動 

６．事業活動における環境負荷情報 (２０１２年度実績)  

５．環境活動計画と実績 
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 環境会計（コスト及び経済効果） 

マテリアルフローコスト会計(MFCA)の取組みで､エネルギー､廃棄物の削減とロスコストの削減を図っています。 

コスト 

項目 費用(単位:千円) 主な内容 

環境適合設計 206,960 製品の環境適合設計業務 

廃棄物処理委託料金 15,049 廃棄物収集運搬･処分委託料金 

その他費用 147,751 環境活動人件費・環境関連設備・環境測定費用

合計金額 369,760  

   

経済効果 

項目 効果額(単位:千円) 主な内容 

廃棄物リサイクル効果 10,478 廃プリント基板等 金属回収、プラスチック有価売却

省エネ効果 194 屋根、空調室外機の遮熱塗装 他 

合計金額 10,672  

 

 ＩＳＯ１４００１認証継続 
ナカヨ通信機は、国際規格であるＩＳＯ１４００１に基づいた環境マネジメントシステムの認証を

１９９８年１０月に取得し、以降５度の更新審査(３年更新)で認証を継続しています。 

 法規制等の順守 
環境保全のため、法律や条例よりも厳しい自主基準値を定め、定期的な測定や環境保全設備の維持管

理によって環境汚染の防止を図っています｡水質(工場排水、下水)騒音(機械プレス、送風機、圧縮機、

射出成形機)振動(機械プレス、送風機、圧縮機、射出成形機)悪臭、地下水において、一部を除き自主基

準値内となっています。 (Ｐ１２～１３環境管理データ参照) 

 主な環境に関する資格保有者数 
ナカヨ通信機は、環境

関連の資格取得計画を立

てて資格取得の推進、資

格保有者の維持に努めて

います。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 環境監査の実施 

内部監査 
専門の教育を受けた「内部監査員」が、ＩＳＯ１４００１の要求事項や順法の実施状況等の適合性

確認や、活動の有効性と継続的改善が機能していることを判定します。内部監査で指摘された不具合

は一定期間内に是正し、環境管理の向上に結びつけています｡ 
 

審査機関による審査 
毎年 1 回の、外部の審査機関による定期審査、３年に１回の更新審査を受査し、客観的な審査で、

総合的評価を受け環境マネジメントシステムの改善を図っています｡ 
  

資格名称 
必要

人員 

2009

年度 

2010

年度 

2011

年度 

2012

年度 

水質関係公害防止管理者 1 4 4 4 4 

大気関係公害防止管理者 0 0 0 0 0 

騒音関係公害防止管理者 1 2 2 2 2 

振動関係公害防止管理者 1 3 3 3 3 

特別管理産業廃棄物管理責任者 2 14 13 12 12 

危険物保安監督者 1 12 12 12 12 

毒物劇物取扱責任者 1 4 4 4 4 

エネルギー管理員 1 2 3 3 3 

電気主任技術者 1 1 2 2 2 

７．エコマインド＆マネジメント 
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 環境教育 
 環境管理活動は、全員参加が不可欠であることから、毎年階層別教育を実施しています｡ 

教育後、全員に有効性確認シートによるアンケートをとり、一人一人に合ったフォローアップを実施

し、理解度を深めています。 

 
主な教育内容 

管理者教育： ･２０１１年度の活動実績と２０１2 年度環境活動の具体的取り組み 

 ･環境動向と我が社の取り組み、改正省エネ法、省エネルギー対策等 について 

設計者教育： ･環境適合設計と製品アセスメント、ErP 指令、REACH 規則等について 

一般社員教育： ･環境方針とスローガン、自職場の環境活動、私の環境活動 
2 

※各職場統括者である管理者と、製品の生みの親である設計者には、一般社員とは別に環境に関する専門教育を実施し、それぞれ

の階層での環境活動をより効果的にしています。 

 

 環境に配慮した製品の開発 
新製品は環境適合 100%､既存製品を含め適合率 95％を目標として推進しています｡特にライフサ

イクルの各段階で製品が環境に与える生涯環境負荷ができるだけ小さくなるように環境適合設計アセス

メントを取り入れています。 

環境適合アセスメント 

製品開発段階からライフサイクルアセスメントを考慮し、環境負荷の少ない製品づくりを行っていま

す。特にリデュース（減量化、省エネルギー、長寿命化）、リユース(再利用)、リサイクル(再資源化、

分解性向上)、環境保全性(無害化、他)などを考慮した製品を開発しています｡また従来製品より何が向

上したかの評価(有益性の向上)を実施しています。 
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(外側：設計者教育 内側：管理者教育) 

８．エコプロダクツ 

(外側：設計者教育 内側：管理者教育) 
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 グリーン調達 
環境に配慮した製品をお客様にお届けするために、環境負荷の少ない素材や部品を調達しています｡

「ナカヨグリーン調達ガイドライン」(初版制定２００５.１.２５)に基づき、グローバルスタンダード

となっているＲｏＨＳ禁止６化学物質をはじめ、有害化学物質の不含有化を推進しています｡ 

 

調達品に関する調査 

区分 範囲 頻度 内容 

取引先調査 全ての取引先 新規取引開始時 

･ＩＳＯ１４００１または同等システム 

（ＥＡ２１等）の認証取得または認証

取得計画の調査 

調達品調査 
原材料、部品 

半完成品、完成品 
新規部品採用時 

･納入製品に含有する化学物質の調査と 

禁止化学物質不含有保証取得 

 

 地球温暖化防止（電力使用量削減） 
2011 年度は、群馬工場（東大室町）にて実施した空調設備の更新により、大幅な電力削減を達成

しました。2012 年度においても、屋根や空調室外機へ遮熱塗装を実施し、更なる電力削減を行いま

した。 
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モールド建屋遮熱塗装 
※白色塗装部分 
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 二酸化炭素排出量の推移 
購入電力の CO2 排出係数の変動により単純比較は出来ないが、電力削減に伴い、二酸化炭素排出量

は大きく削減された。 

 
※ 201２年度排出量は、東京電力の 201２年度調整後排出係数 0.406kg-CO2/kWh にて算出 

※ 2011 年度排出量は、東京電力の 2011 年度調整後排出係数 0.463kg-CO2/kWh にて算出 

 廃棄物削減 
産業廃棄物(廃プラスチック、金属クズ、電子部品実装済廃プリント基板等)はリサイクルを実施して

います。小型二次電池は「一般社団法人 JBRC」にて回収リサイクルを実施しています｡ 

ＰＣＢ含有の進相用コンデンサや蛍光灯安定器は厳重に保管管理し、２００９年３月、(日本環境安全

事業株式会社殿：北海道室蘭市)で第一次の処理を実施しました。 

表面処理･塗装施設および排水処理施設の廃止と建屋の撤去 

近年、板金部品のモールド化

などの製品形態の変更により、

金属部品の化成処理や塗装処

理作業の比重が低下する傾向

にありました。平成２４年度に

施行された改正水質汚濁防止

法に伴う地下浸透防止に必要

な施設維持管理費用等の観点

も含め、アルミ化成処理、塗装

処理事業を廃止し、表面処理･

塗装施設および排水処理施設の廃止と建屋の撤去を行いました。施設の廃止に伴い、設備､薬品類､

汚泥等、多くの産業廃棄物が発生し、当初の廃棄物削減目標を大きく超過しました。 

（※建屋自体の廃棄は、集計には含みません。） 
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全職場での廃棄物分別排出を徹底実施し、リサイクル化を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 化学物質におけるリスク管理 
化学物質の削減 

プリント基板の面実装化設計の拡大及び鉛フリー化で､鉛入り接続半田量を大幅に削減しました｡ 

2005 年１月に HCFC 全廃済み 

 

 緊急事態訓練の実施 

有害化学物質の漏洩、流出等を未然に防ぐために、環境への影響が大

きい環境特定業務について、緊急事態を想定した訓練を行い環境リスク

低減に取り組んでいます。 

 

 

 表面処理施設跡地の土壌汚染状況調査の結果と対策について 

表面処理工場の跡地について、土壌汚染対策法に基づく調査を行った結果、環境基準値を上回る    

ふっ素が検出されたため、前橋市 環境部環境政策課へ報告を行いました。周辺井戸から基準を超える

ふっ素は検出されなかったため、健康や周辺地域への影響はないと考えます。 

土壌調査結果：土壌溶出量 

物質名 最大濃度 基準値 最大不適合倍率 基準不適合地点数

ふっ素及びその化合物 5.5ｍｇ/L 0.8ｍｇ/L 以下 6.9 倍 １０／２０ 
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（漏洩油の拡散防止） 

各職場廃棄物一時保管 
各職場内の廃棄物は最終処分方法による区分

を基準化し、全社員が分別排出をしています。

全工場廃棄物排出場所 
各職場の廃棄物は種類ごとに全てここに排出

し、分別によるリサイクル化を促進しています。



 NAKAYO 環境報告書２０１３   

 節水 
1999 年度より本格的な節水活動を実施。特に老朽化に

伴う漏水対策として前橋工場配管の有視化を実施、大幅な

節水を実現しました。 

2012年度には、群馬工場の配管有視化を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 環境報告書による情報発信 
2005 年度より、年 1 回『環境報告書』を発行し、当社の Web サイトにて情報を開示しています。 

     

    
  

 環境管理活動を通じた社会への貢献 
毎週水曜日をクリーン作戦日として、工場周辺のごみ拾い

や除草を実施し、地域の美化に協力しています｡ 
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 ２０１２年度測定環境管理データ 

水質 前橋工場排水 

 項目 単位 法・県条例 自主基準値 測定値 

 水素イオン濃度（pH） - 5.8～8.6 6.1～8.3 7.3

 生物化学的酸素要求量（BOD） (mg/ℓ) 25 16 6

 浮遊物質量（SS） (mg/ℓ) 50 40 9.9

 ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質含有量（鉱油類含有量） (mg/ℓ) 5 4 ＜1

 ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質含有量（動植物油脂類含有量） (mg/ℓ) 30 24 ＜1

 カドミウムおよびその化合物（Cd） (mg/ℓ) 0.1 0.05 ＜0.01

 鉛およびその化合物（Pb） (mg/ℓ) 0.1 0.05 ＜0.01

 六価クロム化合物（Cr6+） (mg/ℓ) 0.5 0.25 ＜0.05

 ヒ素およびその化合物（As） (mg/ℓ) 0.1 0.05 ＜0.01

 水銀及びｱﾙｷﾙ水銀その他の水銀化合物（T-Hg） (mg/ℓ) 0.005 0.0025 ＜0.0005

 トリクロロエチレン (mg/ℓ) 0.3 0.15 ＜0.03

 テトラクロロエチレン (mg/ℓ) 0.1 0.05 ＜0.01

 溶解性鉄含有量（Fe） (mg/ℓ) 10 8 ＜1

 溶解性マンガン含有量（Mn） (mg/ℓ) 10 8 ＜1

 銅含有量（Cu） (mg/ℓ) 3 2.4 ＜0.3

 亜鉛含有量（Zn） (mg/ℓ) 2 1.6 ＜0.2

 シアン化合物（CN） (mg/ℓ) 1 0.5 ＜0.1

 クロム化合物（T-Cr） (mg/ℓ) 2 1.6 ＜0.2

 フッ素（F） (mg/ℓ) 8 4 ＜1

 ほう素（B） (mg/ℓ) 10 5 ＜1

 亜硝酸態窒素+硝酸態窒素（NO2-N+NO3-N） (mg/ℓ) 100 50 1.5

 ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ (mg/ℓ) 0.4 0.2 ＜0.04

 側溝排水（前橋工場）     

 項目 単位 法・県条例 自主基準値 測定値（最大)

 水素イオン濃度（pH） - 5.8～8.6 6.1～8.3 7.7～7.8

 生物化学的酸素要求量（BOD） (mg/ℓ) 25 16 3

 浮遊物質量（SS） (mg/ℓ) 50 40 5.4

 ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質含有量(鉱油類含有量) (mg/ℓ) 5 4 ＜1

 溶解性鉄含有量（Fe） (mg/ℓ) 10 8 ＜1

 ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ (mg/ℓ) 0.4 0.2 ＜0.04

 下水(前橋工場）     

 項目 単位 法・県条例 自主基準値 測定値（最大)

 水素イオン濃度（pH） - 5～9 5～9 7.5～8.9

 生物化学的酸素要求量（BOD） (mg/ℓ) 600 480 240

 浮遊物質量（SS） (mg/ℓ) 600 480 260

 ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質含有量（鉱油類含有量） (mg/ℓ) 5 4 1.9

 ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質含有量（動植物油脂類含有量） (mg/ℓ) 30 24 4.8

 窒素含有量（T-N） (mg/ℓ) 240 192 170

 リン含有量（T-P） (mg/ℓ) 32 25.6 4.6

 ヨウ素消費量 (mg/ℓ) 220 176 59

 ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ (mg/ℓ) 0.4 0.2 ＜0.04
  

１１．環境管理データ 
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 ２０１２年度測定環境管理データ 

水質 工場排水(群馬工場) 

 項目 単位 法･県条例/市協定基準 自主基準値 測定値（最大)

 水素イオン濃度（pH） - 5.8～8.6 / 5.8～8.6 5.8～8.6 6.0～7.1

 生物化学的酸素要求量（BOD） (mg/ℓ)  60 / 20 20 3

 浮遊物質量（SS） (mg/ℓ)  70 / 10 10 7.5

 ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質含有量（鉱油類含有量） (mg/ℓ)  5 / 3 3 1.5

 ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質含有量（動植物油脂類含有量） (mg/ℓ)  30 / 3 3 1.8

騒音 前橋工場 

 区分 単位 法・県条例 自主基準値 測定値（最大)

 朝 dB 65 65 55

 昼 dB 70 70 59

 夕 dB 65 65 56

 夜 dB 55 55 54

 群馬工場（測定値が自主基準値を超過している原因は、隣接した河川のせせらぎ音および交通騒音によるもの） 

 区分 単位 法･県条例･市協定基準 自主基準値 測定値(最大)

 朝 dB 50 50 50

 昼 dB 55 55 55

 夕 dB 50 50 49

 夜 dB 45 45 46

振動 前橋工場    

 区分 単位 法･県条例 自主基準値 測定値(最大)

 昼 dB 70 49 45

 夜 dB 65 49 37

 群馬工場    

 区分 単位 法・県条例･市協定基準 自主基準値 測定値(最大)

 昼 dB 65 49 35

 夜 dB 55 49 ＜30

悪臭 前橋工場    

 項目 単位 法･県条例 自主基準値 測定値(最大)

 臭気指数（気体） - 18 18 ＜10

 臭気指数（排水） - 34 34 ＜10

 群馬工場    

 項目 単位 法･県条例･市協定基準 自主基準値 測定値(最大)

 臭気指数（気体） - 18 18 ＜10

※前橋市の悪臭基準は２００４年１０月より臭気指数に変更 

Copyright(C) ２０１3 NAKAYO TELECOMMUNICATIONS.INC. All rights Reserved   
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環境報告書２０１3 について 

 ご意見、ご感想をお聞かせください
 

１．ナカヨ通信機の環境活動をどのように評価されましたか？ 

□大変良い □良い □普通 □あまり良くない □良くない 

上記の理由をお聞かせください 

  

  

  

 

２．この環境報告書をお読みになってどのようにお感じになりましたか？ 

内容 □充実している □普通 □不足している 

ページ数 □多い □適当 □少ない 

デザイン □良い □普通 □悪い 

分かり易さ □分かり易い □普通 □分かりにくい 

３．もっとも関心をもたれた記事とその理由をお聞かせ下さい 

  

  

  

 

４．当社の環境保全活動についてどのようにお感じになられましたか 

□大変評価できる □評価できる □普通 □評価できない 

５．この環境報告書をどのようなお立場でお読みになりましたか？ 

□お客様 □新聞 □政府･行政機関 □研究･教育関係 □報道関係 

□環境ＮＧＯ･ＮＰＯ □株主･投資家 □グループ企業 □その他 

６．この環境報告書を何でお知りになりましたか？ 

□展示会 □新聞 □雑誌 □当社から送付 □当社ホームページ

７．この環境報告書全体についてご意見・ご感想がございましたらご記入ください 

  

  

  

 

ご協力ありがとうございました。ご意見は下記アドレスにメールまたはＦＡＸ、郵便でお送り下さいます

ようお願い申し上げます 

 

株式会社ナカヨ通信機  

住 所 ：〒371-0853 群馬県前橋市総社町 1-3-2 

担 当 ：業務本部ＩＳＯセンター 

E-Mail ：isocenter@nyc.co.jp 

F A X ：027-253-1122 

 

差し支えなければ下記欄にご記入ください 

(本情報はナカヨ通信機環境マネジメントシステム向上のために使用し、他の用途には使用いたしません)) 

 お名前： 年齢： 歳 性別： 男性 女性 

 住 所：  

 勤務先：  

 連絡先電話： e-mail：  


